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研究成果の概要（和文）：本研究では，高齢者でも捕捉の速い顔刺激を用いて注意の解放に関す

る加齢の影響を検討した。また，顔刺激からターゲット刺激が呈示されるまでの時間を操作す

ることで，解放過程における促進の効果についても検討した。その結果，高齢者は時間間隔が

長くなると解放が促進される効果が若齢者よりも大きく，顔刺激からの注意の解放がそうでな

い刺激よりも速いことが示唆された。続いて，顔刺激の表情による注意の解放の違いを検討し

たが，どちらの年齢群にも表情に違いによる反応時間の差は見られなかった。 

 
研究成果の概要（英文）：Two experiments examined aging effects in disengagement of 
attention from face stimuli. In Experiment 1, ten undergraduate students and 13 older 
people (M=68.8) were first presented a normal human face stimulus in the center of the 
monitor screen. Then the face stimulus was removed and replaced by presenting a target 
on the right or left side of the screen. As soon as they detected the target, the 
participants were to press the keyboard button on the same side of the screen as the target. 
Four different time intervals were used in order to investigate the facilitation effects 
of the disengagement of attention. In Experiment 2, the same participants as Exp. 1 were 
exposed to one of three facial expressions (neutral, happy, or anger) and told to press 
the keyboard button in the same manner as Exp. 1 when the target appeared. In Exp. 1, 
older people tended to react faster to the face stimulus disengagement than the other 
stimulus. In Exp. 2, the two age groups showed no different reaction to the three facial 
expressions. 
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１．研究開始当初の背景 

加齢にともなって注意の機能が低下するこ
とは，日常生活におけるちょっとした見落と

しが多くなることや，高齢者に関係した交通
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事故の増加など，さまざまな側面から推測で

きる。高齢者の注意機能に関する研究は，こ

れまでの若齢者を対象にして調べられてきた

課題を高齢者にもおこなうことで，注意にお

けるどのような機能が加齢とともに変化する

のかを検討してきた。注意機能は一枚岩では

なくさまざまな種類がある。たとえば，選択

的注意，焦点的注意，持続的注意，分割的注

意であり，それぞれ加齢の影響は異なり，焦

点的注意や持続的注意に比べて，選択的注意

や複雑な条件下での分割的注意機能は衰退し

やすいと言われている（Rogers,2000 / 2004）。

総じて，注意資源を多く必要とし努力的処理

を行う注意機能は衰退しやすく，注意資源を

あまり要せず自動的処理を行う注意機能は衰

退しにくいとされる。また，注意の抑制や注

意復帰の抑制の機能もあげられるが，これら

はそれぞれ単一の機能ではなく，衰退しやす

い機能と衰退しにくい機能があることが解明

されつつある（Connelly & Hasher, 1993; 熊

田，2008; 坂田・湯川，2007: 土田，1994）。

さらに，ある対象から違う対象へと注意を移

動させる時は，最初の対象から注意を離さな

くてはならない。この機能は，注意の解放機

能と呼ばれる。若齢成人や乳児を対象とした

注意の解放機能の研究では，ある対象に向け

られた注意を自発的に解放させる能動的解放

メカニズムと，注意を向けていた対象が消失

した場合などのように，注意を外発的に解放

させる受動的解放メカニズムがあるというこ

とが実証されているが（松沢，2000），それら

２つのメカニズムが加齢とともにどのように

変化するかについての詳細なデータはほとん

どない。 

 このように注意機能における加齢の影響に
ついては，年齢の増加のみを指標として，衰
退する/しないという実証をしているだけで
はなく，処理水準やメカニズムの変化などさ
まざまな要因を複合的に加味した上で検討さ
れている。また近年では，注意機能の発達的
研究として高齢期のみを対象とするだけでな
く，乳幼児期から高齢期にわたる生涯発達的
な観点から加齢の影響が検討されている。た
とえば，乳児期において比較的初期に獲得さ
れるような機能は高齢者でも長く維持されて
いたり，あるいは獲得の遅かった機能は加齢
にともなう衰退も早いといった，人のダイナ
ミックで長期間に渡る変化の法則をとらえよ
うとしている（坂田・湯川，2006）。 
 
２．研究の目的 

顔刺激への注意捕捉については研究がある

ものの，顔刺激からの注意の解放については

あまりなく，さらに加齢による変化を検討し

た研究は見あたらない。そこで本研究では，

高齢者を対象に，顔刺激からの注意解放機能

の加齢変化について検討することを第一の目

的とする。具体的には，高齢者でも注意が向

きやすく捕捉の速い顔刺激を固視点として中

央に呈示した後，顔刺激以外のターゲット刺

激を左右どちらかに呈示し，その検出にかか

った反応時間を基に顔刺激からの注意の解放

に関する加齢の影響を検討する。そして，顔

刺激からターゲット刺激が呈示されるまでの

時間を操作することで，注意の解放における

促進効果についても検討する。 

また近年，顔の表情認知における加齢の影

響についても関心が集まっている。これまで

の研究では，高齢者において認知精度が低下

している表情は，怒り，悲しみ，恐怖などの

不快表情で，喜び，驚き，嫌悪では変化傾向

は見られなかった（Calder, Keane, Manly & 

Sprengelmeyer, 2003; Wong, Cronin-Golomb & 

Neargarder, 2005）。表情画像の認識困難度を

調整して感度を評定した研究では，高齢者は

若齢者よりも喜びの認識感度が高く，怒りへ

の感度は低下した（鈴木・星野・河村, 2005; 

Suzuki, Hoshino & Kawamura, 2006）。 

高齢者における表情の記憶を，ドットパタ

ーンとそれに続いて呈示される表情刺激（悲

しみ，怒り，幸福）の位置を操作して調べた

ところ，高齢者ではネガティブな情報はポジ

ティブな情報より記憶されにくいことが示唆

された(Mather & Carstensen, 2003) 。また，

Hahn, Carlson, Singer, & Gronlund（2006）

は，視覚探索課題によって，高齢者と若齢者

における表情への注意について検討した。刺

激はタッチパネル式コンピュータで呈示され，

実験参加者がディストラクター（中立顔）と

異なる表情（怒りもしくは幸福）をタッチす

るまでの反応時間を計測した。その結果，年

齢に関わらず幸福顔よりも怒り顔の方が速く

検出された。次に，3 種類の表情（怒り，幸

福，中立）のそれぞれをターゲットとディス

トラクターとして組み合わせたところ，ディ

ストラクターが幸福顔や中立顔の条件よりも

怒り顔の条件の方が，高齢者も若齢者も探索

に時間がかかったことから，怒り顔は注意の

束縛を増し，幸福顔や中立顔への注意の焦点

化を妨げることが示唆された。しかし，中立

顔がターゲットのばあいは，若齢者ではディ

ストラクターが幸福顔よりも怒り顔の方では

効率的な探索ができていなかったが，高齢者

では，幸福顔と怒り顔の間に違いがみられな

かった。したがって，高齢者は若齢者よりも，

怒り顔への注意を抑制できることが示唆され

た。このことから，怒り顔に対する迅速な注



 

 

意の捕捉は若齢者と高齢者に共通してみられ

るが，注意の解放に関しては，高齢者の方が

若齢者よりも効率的にできている可能性が考

えられる。また，Isaacowitz & Wadlinger

（2006）は，若齢者と高齢者を対象に 4 種類

の表情（怒り，悲しみ，恐怖，幸福）から１

つと中立顔をペアで呈示し，眼球運動を測定

した。その結果，高齢者では幸福顔への注意

の選好と怒り顔からの回避が見られたが，若

齢者では恐怖顔への注意の選好が見られた。 

 以上のように，顔といっても，表情の違い
によって注意機能の加齢効果が異なることが
わかる。しかしながら，顔の表情認知の加齢
効果を検討した研究においても，注意を向け
て焦点化するときの注意機能の加齢効果を検
討したものが多く，注意を解放するときの注
意機能の加齢効果を直接検討した研究は少な
い。そこで本研究では，顔刺激の表情の違い
が高齢者の注意の解放にどのような影響をお
よぼすのかを検討することを第二の目的とす
る。具体的には，中立顔，幸福顔もしくは怒
り顔刺激を固視点として中央に呈示した後，
顔刺激以外のターゲット刺激を左右どちらか
に呈示し，その検出にかかった反応時間を基
に顔刺激からの注意の解放に関する加齢の影
響を検討する。そして，顔刺激からターゲッ
ト刺激が呈示されるまでの時間を操作するこ
とで，高齢者において，注意のどのような機
能が衰退し，またどのような機能は維持され
ているのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 

（１）実験１ 

方法 実験参加者は若齢者（A大学の大学生，

男性 2名，女性 8名，平均 21.2歳, 年齢範囲

20-22 歳）10 名と，慢性的な疾患を除き心身

の健康な高齢者 13 名（男性 6 名，女性 6 名，

平均年齢 68.8歳, 年齢範囲 62-74 歳）であっ

た。高齢者に対しては，実験の前に MMSE(Mini 

Mental State Examination, 森・三谷・山鳥，

1985)をおこない，その得点が 24 点以上であ

った参加者を対象とした（平均得点 25.8, 得

点範囲 24-28 点）。装置は，コンピュータ

（DynaBook Satellite 1870 SA180P, TOSHIBA），

15インチ液晶モニタおよび外付けキーボード

を使用した。液晶モニタと実験参加者との距

離は 60cmであった。手続き：白い画面中央に

黒い十字（2cm）が 500ms呈示された後，同位

置に線画の顔刺激か同要素からなるスクラン

ブル刺激（いずれも直径 2cm）が 800ms 呈示

された。その後，ターゲット刺激（一辺が 2cm

の正三角形）が画面左右のどちらかに呈示さ

れ，左のばあいキーボードのＺキーを，右の

ばあい / キーをできるだけ速く押すことが

要求された。キーを押すとターゲット刺激は

消失した。ターゲットが消失して 2000msをお

いてから次の試行に移った。顔刺激あるいは

スクランブル刺激が呈示されてからターゲッ

ト刺激が呈示されるまでの時間（ギャップ）

条件には４種類あった。(1)Overlap 条件：顔

刺激あるいはスクランブル刺激が消失せずに

ターゲット刺激が呈示された。(2)No-gap 条

件：顔刺激あるいはスクランブル刺激が消失

後ただちにターゲット刺激が呈示された。

(3)Gap200 条件：顔刺激あるいはスクランブ

ル刺激が消失後，200ms するとターゲット刺

激が呈示された。(4)Gap400 条件：顔刺激あ

るいはスクランブル刺激が消失後，400ms す

るとターゲット刺激が呈示された。8 回の練

習試行の後，顔刺激あるいはスクランブル刺

激につきギャップ条件が４種類で各 20 試行

ずつをランダムに呈示して合計 160 試行おこ

なった。 

（２）実験２ 

方法 実験参加者は実験 1 と同様であった。

装置やその設置条件は実験 1 と同様であった。

手続き： 白い画面中央に黒い十字（2cm）が

500ms 呈示された後，同位置に線画の顔刺激

（いずれも直径 2cm）が 800ms 呈示された。

顔刺激は，実験１で使用した顔刺激（以下，

中立顔），同要素からなる幸福顔，同要素から

なる怒り顔の 3 種類であった。その後，ター

ゲット刺激（一辺が 2cm の正三角形）が画面

左右のどちらかに呈示され，左のばあいキー

ボードのＺキーを，右のばあい/キーをできる

だけ速く押すことが要求された。キーを押す

とターゲット刺激は消失した。ターゲットが

消失して 2000ms をおいてから次の試行に移

った。顔刺激あるいはスクランブル刺激が呈

示されてからターゲット刺激が呈示されるま

での時間（ギャップ）条件には 3種類あった。

(1)Overlap条件：顔刺激が消失せずにターゲ

ット刺激が呈示された。 (2)Gap200 条件：顔

刺激が消失後，200ms するとターゲット刺激

が呈示された。(3)Gap400 条件：顔刺激が消

失後，400ms するとターゲット刺激が呈示さ

れた。3種類の顔刺激につきギャップ条件が 3

種類で各 20 試行ずつをランダムに呈示して

合計 180 試行おこなった。なお，実験 1 で採

用した No-gap条件は，実験 1の考察でも示し

たように，更なる検討が必要と考えられるた

め，実験 2では採用しなかった。 

 

４．研究成果 

本研究の 2 つの実験から，高齢者は注視刺

激の呈示からターゲット刺激の呈示までの時

間間隔が長くなると，注視刺激からの注意の

解放が促進される効果が若齢者よりも大きい



 

 

ことが明らかになった。また，高齢者は注視

刺激である顔刺激からの注意の解放がそうで

ない刺激よりも速いことが示唆された。若齢

者の反応時間には注視刺激が顔かそうでない

かといった違いはみられなかった。注視刺激

の表情による注意の解放の違いを検討したが，

どちらの年齢群にも表情の違いによる反応時

間の差はみられなかった。 

ターゲット刺激が呈示されてもまだ注視刺

激が存在しているばあいには，いったん向け

た注意を自ら能動的に引き剥がさなければな

らず，注意の解放にかかる負荷は大きいが，

注視刺激が自動的に消失し，かつターゲット

刺激が呈示されるまでの時間間隔が長ければ，

いったん向けた注意は受動的に解放されてい

ると考えられる。高齢者と若齢者の反応時間

の差が，ターゲット刺激が呈示されてもまだ

注視刺激が存在しているばあいにおいて注視

刺激が自動的に消失するばあいよりも大きか

ったという本研究の結果は，注意の解放に関

して加齢の影響は一律に生じるのではないこ

とを示唆している。つまり，いったん向けた

注意を能動的に解放することが加齢にともな

って特に困難になるといえる。 

これは，乳児の注意機能の発達状態と見か

けはよく似ている。松澤（2000）は，2.5 ヶ

月齢の乳児であっても受動的な注意の解放は

若齢者と同程度まで発達しているが，能動的

な注意の解放は未熟で，それから数ヶ月遅れ

て発達することを報告した。高齢者も，注意

の受動的な解放機能は維持されていたが，能

動的な解放機能は低下していた。すなわち，

注意の解放機能における生涯発達的変化は，

生得的もしくは発達初期に獲得された能力や

メカニズムは，高齢期後期まで残存し，発達

後期に獲得されたそれらは，高齢期初期に衰

退し始めるという，いわゆる“first-in/ 

last-out”現象（坂田・湯川，2007）と合致

する。 

また，松澤（2000）は乳児における注意の

解放の発達について脳機能の成熟との関連か

らも考察している。能動的な注意の解放には

頭頂連合野を介した大脳皮質の経路が，受動

的な注意の解放には中脳にある上丘を介した

皮質下の経路が関わっていると考えられてい

ることから，上丘を含む皮質下の経路は発達

初期から成熟しているが，頭頂連合野を含む

高次皮質の経路は発達初期には十分に機能し

ておらず，その後急速に成熟するものと推測

している。本研究の結果は，そのような乳児

の発達とは逆に，加齢にともなってまず頭頂

連合野の機能が低下し，高齢者でも上丘など

中脳の機能は比較的長く維持されていること

を反映している可能性がある。 

 高齢者では，顔刺激よりもスクランブル刺
激が注視刺激のばあいで反応時間が長く，対
象となる刺激の違いが注意の解放におよぼす
影響に加齢の効果が認められた。しかし，注
視刺激の呈示からターゲット刺激の呈示まで
の時間間隔の効果が大きく，注意を解放する
べき刺激による影響は，能動的あるいは受動
的といった負荷の影響よりも小さいことが示
唆された。今後は，高齢者が特に顔刺激から
の注意の解放が速いのか，「意味のわからない
もの」「奇異なもの」に対して注意が固着して
しまうのかを検討するために，線画のような
単純な刺激だけではなく，顔写真刺激や日常
に即した対象刺激を用いた実験をおこなう必
要があるだろう。また顔刺激の表情の違いは
注意の解放の速度に影響せず，加齢の効果も
みられないということが示唆されたが，写真
刺激などでも検討する必要がある。 
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